
志
賀
直
哉
年
譜
考

(四
)

明
治
三
十

一
年
か
ら
明
治
三
十
三
年
ま
で

生

井

知

子

明
治

三
十

一
年

(
一
八
九
八
)

(数
え
十
六
歳

・
満
十
四
～
十
五
歳
)

こ
の
頃
か
?

直
哉

は
、
高
崎
弓
彦

の
妹

・
ツ
タ
を
恋
す

る
。

(M
44

・
-

・
13
日
記
に

《十
;

二
年
前
の
恋
人
》
と
あ
る
。)
↓
『速

夫

の
妹
」

の
モ
デ

ル

2

・
26

こ
の
日
発
行

の

「
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
第

四
十
九
号

に
、
近
衛
篤
麿
が

『
学
生

の
濫
交
を
禁
ず

べ
し
』
と

の
論
文
を
寄

せ
、
学
生
間

の

み
だ

り
な
交
際
を
慎
む

よ
う
に
と
述

べ
る
。

こ
の
頃
か

?

近
衛
篤
麿
が
、
志
賀
家

の
関
係
者
を
介
し
、
直
哉

が
森

田
明
次
と
遊

ん
で
い
る
の
は
悪
影
響
を
受

け
る
か
ら
止
す

よ
う

に
と
注
意
す

る
。

森

田
明
次

は
非
常

に
贅
沢

で
不
良

に
近

い
方
と
思

わ
れ
て
い
た
。

志

賀
直
方

は
、

「
直
哉
が
森
田

に
影
響
し

て
も
、

森

田
か
ら
直
哉

が
影

響

さ
れ
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
」

と
家
族

に
言

っ
て
く
れ
る
。

(『夢
か
ら
憶
ひ
出
す
』
)

3

・
15

志
賀
正
斉

の
妻

・
幾

が
死
去
。

(志
賀
家
系
図
)

3

・
20

佐
本
鎰
蔵

・
ハ
ナ
夫
妻

の
息
子

・
謹

三
が
生

ま
れ
る
。

夫
妻

の
間

に
は
他

に
司
、

錚
吾
、

銕
六
、

知
七
、

妙
子
が
生
ま
れ
る
。

(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀
直
哉
の
文
学
』)

4

・
26

隅
田
川
上
流

で
、

輔
仁
会

の
第

四
回
端
艇
競
漕
会
が
開
催

さ
れ

る
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘

要
」
)

=

九



志
賀
直
哉
年
譜
考

(四
)

一
二
O

5

・
21

学
習
院

で
剣
道
大
会
。
(『
学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

6

・
24

皇
太
子
が
学
習
院

に
臨
御
。

(『
学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

7

15

学
習
院

の
卒
業
証
書
授
与
式
が
赤
坂
離
宮

で
挙
行
さ
れ
る
。
(『
学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

中
等
学
科
四
年

に
進
級

に
際
し
、
直
哉
は
、
落
第
。
(新

『志
賀
直
哉
全
集
』
年
譜
)

一
つ
で
も
五
点
以
下
が
あ
れ
ば
落
第

に
な
る

の
に
、
要
領
が
悪
く
、
和
文
英
訳
な
ど
全
然
書
か
な
か

っ
た
た
め
。
(『
s
君
と
の
雑
談
』)

7

・
23

三
週
間

に
及
ぶ
片
瀬
遊
泳
演
習
開
始
。
参
加
者
は
百
十

人
余
り
。
(『
学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

9

志
賀
直
方
、
学
習
院
中
等
学
科
六
年

に
復
学
を
許
さ
れ
る
。
(阿
川
弘
之

『志
賀
直
哉
』
)
(新

『志
賀
直
哉
全
集
』
⑯
日
記
人
名
注
)

9

・
30

こ
の
時
点

で
、
三
年
級

甲
組
は
、
川
村
弘
、
志

賀
直
哉

、
林

三
郎

、
小

川
武

一
、
三
浦
松

二
郎

、
九
鬼

亜
礼

、
九
條
良
致

、
徳

川
家

正
、

斉

藤
義

雄
、
海
江
田
鷹
次

郎
、
瓜
生

武
雄

、
本

多
実
芳

、
広
幡
忠

隆
、

伊
東
二
郎
丸

、
有
馬
頼
寧

、
鳥

居
忠

一
、
南
部
利
淳
、

園
田
英
彦
、

松

平
義

為
、
田
中

平

一
、
松
浦

純
、
大
谷
善

八
郎

、
三
島
弥
吉
、
柴
山

昌
生
、
岩
倉

具
広
、
恒
久

王
、
伊

江
朝
助
、
市

野
季
雄
、
河

野
寿

男
。
有
島
生

馬
は
中
等
学
科

三
年
級

乙
組
。

(『
学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
)

こ
の
年

か
?

月

・
水

・
金

の
最
後

の
時

間
は
武

課

で
、
兵
式
教
練

や
器
械
体
操

が
あ

っ
た
が
、
直
哉

は
、
白
紙

に
保

証
人

の
印

の
押

し
て
あ
る
武

課
の

欠
席
届

け
を
何
枚

も
持

っ
て
い
て
、
友
達

に
書

か
せ

て
学
生
監

に
出

し
て
い
た
。

(有
馬
頼
寧

『回
想
の
七
十
年
』)

徳

川
家
正

の
仇
名

は

「将

軍
様
」
、
徳

川
慶
久

は

「き

ゅ
う
」
、
裏
松
友
光

は

「
に
う
」
、
北

尾
富

烈
は

「ば

あ
」
、
武
者
小
路
実
篤

は

「
お

は
ぎ
」
、

有
馬
頼
寧
は

「
あ
ん
ま
さ
ん
」
、

細
川
護
立
は

コ
豆
」
、

諸
岡
甲
松
は

「
狆
」
、
松
平
春
光

は

「
ぼ

つ
」
、
海
江
田
幸
吉

は

「
た
ん

つ
」
、
大
河
内
輝
耕

は

「
じ

ゃ
ん
じ

ゃ
ら
」
、
溝

口
は

「味
噌
」
。

(有
馬
頼
寧

『回
想
の
七
十
年
』)

10

・
15

輔
仁
会

の
第

二
回
陸
上
運
動
会

が
開
催

さ
れ
る
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
「
輔
仁
会
記
事
摘
要
」)

10

・
28

中
等
学
科

三
年
級
以
上

の
学
生

二
百

一
名
が

日
光
地
方

へ
四
泊
行
軍
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)

U

・
19

学
習
院

で
柔
道
大
会
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)



12

・
3

皇
太
子

が
学
習
院

に
臨
御
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十

一
年
九
月
～
三
十
二
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)

こ
の
年

か
?

(十
五
六
の
頃
)

開
通
し

た
常
磐
線

で
、
志
賀
直
方

と
直
哉

は
二
人

で
相
馬
中
村

に
初
め

て
行
く
。

(『祖
父
』
九
)

こ
の
年
か
?

(十
六
七
)

佐
本

ふ
く
が
御
嶽
講

に
凝
り
、
金
を

つ
ぎ
込

み
、
佐
本
家
が
破
産
し
か
け

る
。
志
賀
直
温
が
第

一
銀
行
行
員

で
あ

る
佐
本
鎰
蔵
を
釜
山
支

店

に
転
勤

さ
せ

て
も
ら

い
、

ふ
く
を
三
重
県
徳
居

の
川
村
き

や
う

の
許

に
蟄
居
さ
せ

る
。

そ
の
後
、
ふ
く

は
秘
か

に
東
京

に
舞

い
戻
り
、

入
谷

の
寺

に
部
屋
を
借

り
る
。

直
哉

は
毎
月
六
円

の
小
遣

い
の
う
ち

一
円
を
ふ
く

に
贈
る
。

(『
実
母
の
手
紙
』
)
(川
村
渡

『伊
勢
亀
山

・
志
賀

直
哉
の
文
学
』)

嗣
…

川
囲
】

(数
え
十
七
歳
・満
十
五
～
十
六
歳
)

2

・
16

異
母
弟

・
志
賀
直
三
が
生
ま
れ
る
。
(志
賀
家
系
図
)
志
賀
直
道

が
命
名
し

た
。

(『暗
夜
行
路
』
草
稿
2

一
)

こ
の
頃
、

佐
本

ふ
く
に
対
し

て
、
志
賀
浩

が
、

「
万

一
、

志
賀
直
温
が
、

直
哉
を
廃
嫡
し

て
直
三
を
跡
継
ぎ
に
す
る
よ
う
な
事
が
あ

っ
た

ら
、

自
分

は
直

三
を
生

か
し

て
は
お
か
な

い
。
」

と
発
言
す

る
。

佐
本

ふ
く

は
喜

ぶ
が
、

内
心
、

直
哉

の
地

位
を
危
ぶ
ん

で
い
た
志

賀
留

女

は
、
「
直
哉

が
跡
を
継

ぐ
事

は
、
浩

の
嫁
入

り
前
か

ら
決
ま

っ
て
い
る
事

だ
。
そ

ん
な
事
を
問

題

に
す

る
だ
け
、
浩

の
考
え
方

は
悪

い
。
」
と

い

っ
て
浩
を
叱
る
。
(『
暗
夜
行
路
』
草
稿
2

一
)

妹

や
弟

は
、

祖
父
を

「お
祖
父

さ
ん
」
、

父

を

「
お
父
さ
ん
」
、

母
を

「
か
あ
さ
ん
」
、

直
哉
を

「お
兄
様
」

と
呼

ん
だ
。

直
哉

は
父
を

「
お
と

っ
つ
あ
ん
」

「
お
と

っ
さ
ん
」
、

母
を

「
お

っ
か
さ
ん
」
と
呼
ん
だ
。
幼
少
期
、

直
三

は
直
哉
を
、
志
賀
家

の
主
人
筋

に
当

た
る
殿

様

の
隠

し
子

で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
(志
賀
直
三

『阿
呆
伝
』)

3

・
4

学

習
院

で
剣
道
大
会
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
二
年
九
月
～
三
士

二
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(四
)

一
二

一



志
賀
直
哉
年
譜
考

(四
)

一
二
二

3

・
15

近
衛

公
爵

海
外

漫
遊
送

別
会

を
兼

ね

て
、
輔

仁
会
大
会

開
催
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
二
年
九
月
～
三
士

二
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」)

4

・
12

中
等
学
科

三
年
級

以
上

の
学
生
百
十
九
名

が
千
葉

・
東
金

・
佐
倉
地
方

へ
三
泊
行

軍
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
二
年
九
月
～
三
士

二
年
八

月
』
「記
事
摘
要
」
)

4

・
21

隅
田
川
上
流

で
、
輔
仁
会

の
第

五
回
端
艇
競
漕
会

が
開
催

さ
れ
る
。

(『
学
習
院

一
覧

明
治
三
十
二
年
九
月
～
三
士

二
年
八
月
』
「
輔
仁
会
記
事
摘

要
」)

こ
の
頃
か
?

直
哉
は
地
理

の
授
業
中

に
無
断

で
窓
か
ら
唾
を
吐
き
、
山
上
万
次
郎
先
生

に
胸
ぐ
ら
を
突
き
上
げ
ら
れ
る
。
山
上
先
生
が
海
軍
大
学

の
教

官
と
な
る
た
め
学
習
院
を
辞
め
る

こ
と

に
な

っ
て
、
最
後

の
授
業
だ

っ
た
。
(『
山
荘
雑
話
』
「山
上
万
次
郎
先
生
」
)

7

・
15

学
習
院

の
卒
業
証
書
授
与
式
が
学
習
院
正
堂

で
挙
行
さ
れ
る
。
(『
学
習
院

一
覧

明
治
三
十
二
年
九
月
～
三
十
三
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

こ
の
年

の
夏
か
?
/
前
年

の
夏
か
?

(里
見
弾

・
十

一
二
の
夏
)

直
哉

は
、
鎌
倉

の
別
荘

に
有
島
生
馬
を
訪
問
し
、
宙
が
え
り
な
ど

で
川

に
飛
込
ん

で
遊
ぶ
。
(
里
見
弾

『君
と
私
』
二
)

こ
の
年

の
夏
か
?学

習
院

の
水
泳

で
、
直
哉

は
江

の
島

一
周
を
し
、
「
白
」

に
進
級
。

(『蝕
ま
れ
た
友
情
』

こ

初
め

は

「赤

白
」

の
水
泳
帽
、

そ
れ
か
ら

「
赤
」

「青
」

「
白
」
と
進
級
。

「青
」

の
時

に
江

の
島

一
周
を
し
、
最
後

に
鎌
倉
江

の
島
問
を

泳

い
で
卒
業
。

(有
馬
頼
寧

『七
十
年
の
回
想
』)

片
瀬

の
水
泳

の
宿
舎

で
、

直
哉
や
有
島
生
馬
は
素
人
芝
居
を
し
た
。
南
部

と
黒
川

(?
)
が
乞
食
役
、
有
島
生
馬

は
駕
籠

に
乗

る
殿
様
役
、

駕
籠

か
き
が
柴
山
昌
生
と
松
方
義
輔
、

富
山
久
太
郎
が
親
方
。

そ

の
時
、

杉
村
陽
太
郎

(
M
32

.
2

「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
51
号

「雑
報
」

に
よ
れ
ば
、
M
31

・
5
退
学
)
は
転
校

し
て
も

う
い
な
か

っ
た
。

(『
「白
樺
」
座
談
会
』)

『山
荘
雑
話
』

「寅
年
」

に
書

か
れ
て
い
る

「忠
度
」
と

い
う
茶
番

が
こ
れ
か
?

小

さ
な
社

の
神
主

の
家

が
宿
舎

で
、
床

の
間

に
あ

っ
た

虎

の
置
物
を
使

っ
た
余
興
を
考

え
た
が
う
ま
く
行

か
ず
、
最
後

に

「忠
度
」
を
考

え
た
。
有
島
生
馬

が
忠
度
役
、
直
哉

は
そ
の
家
来
だ

っ



た
と

い
う
。

こ
の
頃
か
?

(十
六
七
の
頃
)

直
哉

は
水
泳
か
ら
帰

っ
て
、

股

に
田
虫
が
出
来

る
。

な
か
な
か
直

ら
ず
、

こ

の
田
虫

が
手
淫

の
習
慣
を
助

け
る
事

と
な
る
。

(未
定
稿
塒

『或
る
旅
行
記

青
木
と
志
賀
と
、
及
び
其
周
囲
。
』
補
②

P
珊
～
蹴
)

9

中

等

学

科

四

年

に

進

級

。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

…

9

・
30

こ
の
時
点

で
、

四
年
級
甲
組

は
、
伊
達
良
春
、
立
花
恭
忠
、
松
平
武
、
井
伊
直
忠
、
細
川
護
立
、
二
條
徳
基
、
塩
谷
良
、
松
前
広
致
、
井

上
正
英
、
本
多
実
芳
、
瓜
生
武
雄
、
徳
川
家
正
、
九
條
良
致
、
川
村
弘
、
市
野
季
雄
、
伊
東
二
郎
丸
、
海
江
田
鷹
次
郎
、
有
馬
頼
寧
、
鳥

居
忠

一
、
志
賀
直
哉
、
松
浦
純
、
南
部
利
淳
、
岩
倉
旦
ハ広
、
林
三
郎
、
広
幡
忠
隆
、
斉
藤
義
雄
、
松
平
義
為
、
柴
山
昌
生
、
三
島
弥
吉
、

園
田
英
彦
、
佐
野
智
勝
。
有
島
生
馬
は

四
年
級
乙
組
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
二
年
九
月
～
三
士

二
年
八
月
』)

10

・
18

輔
仁
会

の
第
三
回
陸
上
運
動
会
が
開
催
さ
れ
る
。
(『
学
習
院

一
覧

明
治
三
士

一年
九
月
～
三
士

二
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)

10

・
20

中
等

学
科
三
年
級
以
上

の
学
生

二
百
三
十
五
名
が
磯
部
地

方

へ
三
泊
行
軍
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
二
年
九
月
～
三
士

二
年
八
月
』
「
記
事

摘
要
」)

11

・
11

学
習
院

で
柔
道
大
会
。

(『
学
習
院

一
覧

明
治
三
十
二
年
九
月
～
三
士

二
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

11

・
30

高
等
学
科

一
年

の
志
賀
直
方
が
、
学
習
院
を
退
学
。
陸
軍
士
官
学
校

に
進
学
し
た
。
直
方
は
、
陸
軍
士
官
学
校
十
三
期
生

で
、
明
治
三
十

四
年

に
卒
業
。
(新

『志
賀
直
哉
全
集
』
⑯
日
記
人
名
注
)

こ
の
年
か
?
/
前
年
か
?

(十
五
、
大
挙
伝
道
の
二
年
前
)
(買
っ
て
貰

っ
て
二
年
程
し
て
)
(買

っ
て
貰

っ
て
三
四
年
経

っ
て
、
十
六
か
七
)

直
哉
は
、
自
転
車
を
買

い
換
え
る

に
際
し

て
、

ホ
ワ
イ
ト

・
フ
ラ
イ

ヤ
ー
が
欲
し
か

っ
た
が
、
ど

こ
で
手

に
入
れ
ら
れ
る
か
分
か
ら
ず
悩

む
。
森
田
明
次

に
勧
め
ら
れ
、
神
田
錦
町

の
萩
原

で
、
百
八
十
円

(百
七
、
八
十
円
)
の
コ

ロ
ン
ビ
ヤ
社

の
ク
リ

ー
ヴ

ラ
ン
ド
を
買
お
う
と

考
え
、
自
分

の
自
転
車

を
八
十

円

(五
十
円
)
で
下
取

し
て
貰

う
が
、

他

の
店

で
百
四
十
円

(百
三
十
円
)

の
ラ
ン
ブ

ラ
ー
を
買

っ
て
し
ま

志
賀
直
哉
年
譜
考

(四
)

一
二
三



志
賀
直
哉
年
譜
考

(四
)

一
二
四

う
。
森
田

に
萩
原
が
う
ま
く

ペ
テ

ン
に
か
け
ら

れ
た
と
言

っ
て
い
た
と
告
げ
ら
れ
、
萩
原

に
悪
意
を
抱
く
。

(草
稿

『第
三
篇
』
二
)
(『
或
る

男
、
其
姉
の
死
』
『自
転
車
』
関
連
草
稿
六
)
(『自
転
車
』
)

こ
の
年
か
?

(十
六
七
)

直
哉

は
、

三
級
下

の
美

少
年

に
心

か
ら
執
着

し
、
そ

の
家

の
脇

で
わ
ざ

と
自
転
車
を

こ
わ

し

て
預
け

て
帰

る
。
(『
暗
夜
行
路
』
草
稿
13
十

五
)
↓
『暗
夜
行

路
』
(第
三
ー

一
)
の
モ
デ
ル

こ
の
前
後

の
年
か
?

(十
六
七
歳
の
頃
)
(宗
教
を
聴
く
迄
)

直
哉

は
、
法
科

大
学

で
経

済
学
を
学

ん
で
、
貿

易
商
人

に
な
り
た

い
と
思

う
。

一
種

の
快
楽
主
義

的
な
気
持
ち

で
大
金
持
ち

に
な
り
た

か

っ
た
。

そ

の
傍
ら

で
大
き
な
著
述
を
す
る

こ
と
な
ど
を
夢
想
す
る
。

(『
「荊
棘
の
冠
」
序
』
『青
臭
帖
』
『身
辺
記
』
関
連
草
稿
)
(草
稿

『第
三

篇
』
二
)
(『大
津
順
吉
』
第

一
ー
二
)

明
治

三
十

三
年

(
一
九
〇
〇
)

(数
え
十
八
歳

・
満
十
六
～
十
七
歳
)

1

・
1

直
哉

は
、
自
転
車

に
乗

っ
た
姿
を

写
真
撮
影
。

(『新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
』
掲
載

・
写
真
)

3

・
?

軍
事
教
練
後
、
有
島
生
馬
、

肋
膜

を
病

む
。

長
く
後
養
生
を
し
、

こ
の
年
、
有
島
生
馬

は
落
第
。

(『初
期
白
樺
派
文
学
集
』
有
島
生
馬
年
譜
)

(有
島
生
馬

『
思
い
出
の
我
』)

春

直
哉

ら
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
で
優
勝
。

甘
露
寺
受
長
も

一
緒
。

『
甘
露
寺
受
長

「
背
広

の
天
皇
」
序
』

に
も
回
想
が
あ

る
。

(学
研

『現
代
日

本
文
学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
』
掲
載

・
写
真
)

ボ
ー
ト
の
選
手
仲
間

に
肥
前
平
戸
城
主

・
松
浦
家

の
松
浦
純

が
い
た
。

(『早
春
の
旅
』

一
)

高
崎

の
殿
様

の
大
河
内
輝
耕

は
ボ
ー
ト
で

一
緒

だ

っ
た
。
直
哉

が
セ

コ
ン
ド

・
チ

ャ
ン
ピ
オ

ン
の
時
、

フ
ァ
ー

ス
ト

・
チ

ャ
ン
ピ
オ

ン
を

し

て
い
た
。

(座
談
会

『「焚
火
」
の
こ
ろ
』
)



直
哉

が
ボ

ー
ト

の
選
手

を
し

て
言

問

の
先

の
鳥

松

に
泊

ま

っ
て
い
た
時
、
従
妹

の
山

崎
す

ず
が
、
茶

屋

に
出

て
い
た
。

(対
談

『緑
蔭
閑

談
』
)

学
習
院

で
は
学
生
を

A

・
B

・
C
の
三
組

に
わ
け
優
勝
を
競

っ
て
い
た
。
中
等
学
科

に
進
む
時
、

A

・
B

・
C
の
代
表
者
が
、
学
生
を
三

分
し
た
。
帝
大
は
法
科
が
青
、

工
科
が
白
、
医
科
が
赤
。

一
高
は

一
部
が
青
、
二
部
が
白
、
三
部
が
赤
。
高
商
は

H
が
青
、

C
が
白
、

S

が
赤
。
学
習
院
は

A
が
赤
、

B
が
海
老
茶
、

C
が
青
。

四
校

の
間

で
も
色
別

に
結
合
し
た
。
学
習
院

の
B
組
は
白
と
組
ん
だ
。

A
組

に
は

有
馬
頼
寧
、
渡
辺
礼
、
織
田
信
恒
、
木
戸
幸

一
、
長
与
善
郎
、
松
方
義
輔
、
黒
田
長
敬
、
新
荘
巍
、

B
組

に
は
岩
下
家

一
、
田
尻
鉄
太
郎
、

C
組

に
は
志
賀
直
哉
、
大
河
内
輝
耕
、
三
島
弥
彦
な
ど
が

い
た
。
(有
馬
頼
寧

『回
想
の
七
十
年
』
)

細
川
護
立

・
長
与
善
郎

・
松
方
義
輔
は

A
、
松
方
正
熊
は
B
、
松
方
金
次
郎
は
C
。
(座
談
会

『学
習
院
時
代
を
語
る
』
)

草
稿

『若

い
銀
行
員
』

に
、

ボ
ー
ト
仲
間
と

し
て
、

新
荘
、
関

四

(関
口
四
郎
)、

赤

ペ
ン

(井
上
勝
の
養
子
に
な

っ
た
松
浦
純
)、

ヒ

ョ
i
兵

衛

(東
郷
彪
)
な
ど

の
名
前
が
挙
が

っ
て
い
る
。

5

・
?

有
島
生
馬
、
鎌
倉

に
転
地
。
(『
初
期
白
樺
派
文
学
集
』
有
島
生
馬
年
譜
)

夏

直
哉
は
、
山
形

の
聯
隊

に
行

っ
て
い
た
志
賀
直
方

に
会

い
旁
々
、
山
形
に
行
き
、

三
島
章

道

の
祖
父

・
三
島
通
庸
が
作

っ
た
真

っ
直
ぐ
な

道
を
通

っ
て
山

寺

に
寄
り
、
大
石
田
か
ら
最
上
川
を
下

っ
て
、

酒
田

・
象
潟

・
本
荘

・
秋
田

・
男
鹿
半
島

・
能

代

・
大
館

・
浅
虫

な
ど
を

旅
行
。
黒
木
三
次
が

一
緒
。
森
田
明
次

も
参
加

予
定

だ

っ
た
が
、
病

気

で
取
り
止

め
た
。
直
哉

は
破

約
を
怒

り
、
森
田
が
死
ぬ
ま

で
会

わ

な
か

っ
た
。
直
哉

は
、

象
潟

の
海
岸

の
道

を
十
八
里
ほ
ど
、

炎
天
下
、
人
力
車

に
乗

り
な
が

ら
徳
冨
蘆
花

『
不
如

帰
』

(M
33

・
-
刊
)
を

読
ん

で
涙

を
流

し
た
。
男
鹿
半
島

の

つ
け
根

の
海
岸

で
観

た
、
鳥

海
山

の
上

に
懸

か

っ
た
満

月
が
、
直
哉

が
生

涯

で
観

た
最
も
美

し
い
月
。

(『夢
か
ら
憶
ひ
出
す
』)

(対
談

『
作
家
の
素
顔
』)

(『
黒
木
三
次
君
と
』)

(『
山
荘
雑
話
』
「
月
見
」
「
最
上
川
」)

(『
随
想
三
夜
』

「私
の

"奥
の
細
道
"」
)

(『書
き
初
あ
た
頃
』
)

こ
の
年

の
夏
か
?

(キ
リ
ス
ト
教
に
接
す
る
前
年
の
夏
、
十
七
)
(十
五
六
の
時
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(四
)

一
二
五



志
賀
直
哉
年
譜
考

(四
)

一
二
六

直
哉
は
、
自
分
と
同
年
く
ら

い
の
女
中

に
足
を
揉
ま
せ

て
い
る
う
ち

に
激
し

い
欲
情
が
起

こ
る
。
し
か
し
、
相

手
が
怯
え
た

の
で
放
免
。

(草
稿

『第
三
篇
』
七
※
ま
き
)
(『大
津
順
吉
』
関
連
草
稿
※
瀧
)
(「手
帳
6
」
補
⑤

P
鵬
～
幽
※
M
)
(「手
帳
13
」
補
⑥

P
26

「濁
水
」
四
※
瀧
)

9

中

等

学

科

五

年

に

進

級

。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

…

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

9

・
16

鎌
倉

の
有
島
生
馬
か
ら
来
信
。
直
哉
が
自
転
車
か
ら
落
ち

て
膝
頭
を
怪
我
し
た

こ
と
を
見
舞
わ
れ

る
。

(『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
』)

9

・
24

皇
太
子
、
学
習
院

に
臨
御
。

(M
33

・
12

「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
53
号

「雑
報
」
)

9

・
25

第

一
版

『
帝
国
鉄
道
要
鑑
』

に
、
総
武
鉄
道
株
式
会
社

の
前
期
配
当
率

一
割
三
分
、
社
長
は
本
間
英

一
郎
、
取
締
役

・
青
田
綱
三
、
会
計

係
係
長

・
志
賀
直
温
、
甲
武
鉄
道
株
式
会
社

の
前
期
配
当
率

一
割
五
分
と
出

る
。

9

・
30

森

田
明
次
が
肺
病

で
死
去
。
友
人

は
胃
病
と
言
わ
れ

て
い
た
。

そ
の
後
、
直
哉

は
長
年

に
わ
た
り
、
森
田
が
実
は
生
き

て
い
る
と

い
う
夢

を
見

る
。

(『夢
か
ら
憶
ひ
出
す
』
)
(
M
33

・
9
・
16
志
賀
直
哉
宛
有
島
生
馬
書
簡
)
(『或
る
男
、
其
姉
の
死
』
『自
転
車
』
関
連
草
稿
六
)

10

・
18

午
前
七
時

よ
り
学
習
院
正
堂

に
て
創
立
紀
念
式
。

そ
の
後
、

第
四
回
陸
上
運
動
会
を
開
催
。

高
飛

の

一
等

(六
尺
二
寸
)

は
土
屋
正
直
、

二
等

(六
尺
)
が
志
賀
直
哉
。
棒

飛

の

一
等

(九
尺
七
寸
)
は
海
江

田
幸
吉
、

二
等

(九
尺
六
寸
)
は
毛
利
鉄
之
助
、

三
等

(九
尺
)
が
志
賀

直
哉
。

(
M
33

・
12

「
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
53
号

「
雑
報
」)

11

・
3

学
習
院

で
午
前
七
時

よ
り
天
長
節

の
式
典
、

そ

の
後
、

学
生

一
同
、

青
山
練
兵
場

に
お
け

る
観
兵
式
を
陪
覧
。

(M
33
.
12

「学
習
院
輔
仁

会
雑
誌
」
53
号

「雑
報
」
)

11

・
13

学
習
院
学
生

一
同
、
赤
坂
離
宮

に
て
菊
花
拝
観
。

(M
33

・
12

「
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
53
号

「雑
報
」)


